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　私は，老年看護学を専門領域とし，“高齢者自身が発
揮している力を支援したい”という思いをもち，“主体
性”という概念に着目して教育や研究を行っている。シ
ンポジウムでは，私の臨床経験や行ってきた研究のプロ
セスとその成果を紹介し，高齢者のもつ力に気付き，そ
の力を支援するためにはどうしたらよいかについて発表
し参加者と討論した。以下に概要を述べる。
１．看護実践を通して再認識した“高齢者のもつ力”と
それを支援することの困難
　私は，訪問看護師としての臨床経験を通して高齢者が
もっている力を発揮し主体的に生活することの意義を実
感した。例えば，日常生活の多くのことを一人で自立し
て行うことは難しく，身体的には他者に依存することが
多い高齢者であっても，自らの意思を周囲の人々に表明
することによって，自らが望む生活をきわめて主体的に
構築していた。このように，高齢者が援助者に対して
もっている力を発揮して自らが望む生活を構築すること
は，生活者としてのごく自然な営みである。また，老化
や疾患により機能障害を有し，日常生活に他者の援助を
必要とすることが多くなる老年期においては，とりわけ
他者との関係において力を認められ，力を維持し，その
発揮を保証されながら生活することが重要である。
　しかし，老人看護の実践においては，対象のもつ力に
気がつくことや，その力の発揮を支援することに看護師
が困難を感じることも多く，それらはコミュニケーショ
ンの障害や，相互作用の難しさ，看護師の抱く困難感，
などのテーマで研究されている。このような高齢者は
“力（主体性）を発揮しているけれども見出されにくい
のだろうか？”それとも，“力（主体性）を発揮するた
めの支援がされておらず，力（主体性）が発揮されてい
ないのだろうか？”。また，このような高齢者のもつ力
（主体性）を，看護者はどのようにとらえて援助を行え
ばいいのだろうか。
２．研究によって明らかになった“高齢者のもつ力”と
“高齢者のもつ力の支援”の方向性
　前述したような疑問を発端として，援助者から見てそ
の主体性をとらえてケアすることに困難を感じる高齢入
院患者を対象に，主体性を発揮できることを目指した援
助を提供しながらデータを集めて分析し，高齢者の主体
性のあり様を明らかにした。その結果，【自分で行う・
行おうとする】，【自分のために行い楽しむ】，【自然な自
分を保とうとする】，【周囲の状況や他者に応じる・合わ
せる・任せる】など６つの主体性のあり様が明らかにな
り，高齢者は様々な機能障害や環境からの影響を受けつ
つも，自らのもつ力を極めて主体的に発揮しながら生活
していることが示された。また，必ずしも自発的に意欲
的に積極的に何かを行おうとしたりするだけではなく，
周囲の他者の支援を受けつつ，関係性の中で主体的に依
存していこうとするなど“力の発揮の仕方”に特徴が
あった。このような特徴から，高齢者のもつ力を支援す
るためには，援助者側がそれを“力”としてとらえる視
点をもてるかどうかがキーとなると考えられた。高齢者
のもつ力は，援助者の関わり方によってその発揮が阻害
される可能性があり，高齢者と援助者の関係性の中では
じめて“力”となり得て，その関係性を通して力を発揮
することが可能になるのである。
　看護者が高齢者のもつ力に気がつけないという状況
は，高齢者側にその原因があるというよりも，援助者側
の認識の仕方やかかわり方に原因がある場合も多い。看
護者が高齢者のもつ力を尊重するための支援は，高齢者
に力を発揮させることを目的として変化を促すのではな
く，看護者が対象のもつ力に対する感受性を高め，援助
者自身の見方や関わり方を変化させるという方向で検討
していく必要がある。
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